
藤沢市放課後児童クラブに関する利用希望把握調査 

～子どもと子育て家庭の“笑顔と元気”のために～ 

調査ご協力のお願い  

日頃から子育て施策の推進にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

藤沢市では、「子ども・子育て支援法」（平成24年法律第65号）に基づく子ども・子育て

支援新制度の下で、幼児期の学校教育・保育、地域の子育て支援の充実を図るため、令和2

年度から５年間を一期とする「第二期藤沢市子ども・子育て支援事業計画」を策定します。 

この調査は、計画の策定に当たり、５歳児及び小学生の保護者の放課後児童クラブに関す

る「現在の利用状況」や「今後の利用希望」を把握するために実施するものです。 

このため、住民基本台帳の中から調査対象年齢のお子さんを無作為に抽出し、その保護者

にご協力をお願いするもので、ご回答いただいた内容によって、回答者個人が特定されたり、

他の目的に利用することは一切ございません。 

また、回答内容が今後の放課後児童クラブのご利用に影響することはありませんので、率

直にご希望等をご記入ください。 

ご多忙のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう、お

願い申し上げます。 

 

2019年（令和元年）５月吉日 

藤沢市 子ども青少年部子育て企画課・青少年課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご記入が済みましたら、同封の返送用封筒（切手不要）に入れて封をし、郵便ポストに 

５月２７日（月）までにご投函ください。 

１．アンケートは、特にことわりのある場合を除きお子さんの保護者が、封筒のあて名のお子さんにつ

いてご記入ください。 

２．ご回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いただく場合があります。 

３．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので、注意書きに従ってください。 

  また、｢その他｣をお選びいただいた場合は、（   ）内に具体的な内容をご記入ください。 

４．時間(時刻)をご記入いただく場合は、２４時間制(例：午後６時→１８時)でご記入ください。 

５．該当する設問についてのみご回答ください。 

※ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、次の担当課までお願いいたします。 

藤沢市 子ども青少年部 青少年課 

電  話 0466－50－8251（直通）※月曜日～金曜日 8時30分～17時 

Ｆ Ａ Ｘ 0466－50－8434 

E-m a i l fj-seisho@city.fujisawa.lg.jp 

 【 ご記入に際してのお願い 】  
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藤沢市の放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の概要 

  

 本市では、保護者が就労等により放課後不在となる家庭の児童の健全育成を図り、小学１～６年

生を対象に適切な遊びと生活の場を提供するため、放課後児童クラブを各小学校区に設置していま 

す。放課後児童クラブは、（公財）藤沢市みらい創造財団のほか、社会福祉法人、学校法人、特定

非営利活動法人が運営しています。法人によって開所時間、入所料等が異なっています。ここでは、

（公財）藤沢市みらい創造財団の開所時間等をお示ししています。 

〇開所時間 

区 分 時 間 

学校通常授業時（月～金曜日） １２時３０分～１９時 

学校短縮授業時 １０時３０分～１９時 

土曜日（夏・冬・春休み期間以外） ８時～１９時 

夏・冬・春休み期間（土曜日含む） ８時～１９時 

学校行事振替休日 ８時～１９時 

〇休所日 

日曜日、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）、その他災害等で小学校が休校となったと

きなど 

〇入所料 

※保護者の負担軽減を図るために、市で定めた基準（生活保護、非課税世帯等）を満たす 

利用者については、減額措置があります。 

〇入所要件 

① 学校、放課後児童クラブ、家庭間の移動を自分で行うことができること。 

② 食事、排便、着脱衣、身辺の整理等を自分で行うことができること。 

③ 介助を求めることなく、集団活動を行うことができること。 

④ 自傷・他傷行為等の問題行動をおこさないこと。 

⑤ 急な飛び出しや多動な行動をしないこと。 

※ 障がいがある児童については、障がいの程度、症状などがそれぞれ異なるため、事前に十分な

面接等を行い、施設の設備状況や必要となる支援内容などを確認した上で入所可否を決定しま

す。 

 入会金（新入所時） ８，５００円 おやつ代（月額） ２，０００円 

入所料 

（月額） 

１年生 １４，５００円 ２年生       １４，５００円 

３年生 １４，０００円 ４年生 １４，０００円 

５年生 ９，５００円 ６年生 ９，５００円 
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調査にお答えいただくに当たっての主な言葉の説明 

 

名  称 内       容 
本市での実施状況 

（2019年4月1日時点） 

地域の子育て支援 

ファミリー・サポー

ト・センター事業 

子育ての手助けを希望する方（おねがい会員）

と、子育ての手助けができる方（まかせて会員）

で会員組織を構成し、アドバイザーが仲介とな

り会員相互による育児支援活動を行います（有

料）。保育所等への送迎や子どもの預かり等を

行います。 

■利用料 700円／1時間 

※その他活動内容・時間によって異なります 

湘南台文化センター内に事

務局があり、会員同士の仲

介を行います。 

児童館・地域子どもの家等 

児童館 

児童福祉法に基づき、子どもに健全な遊びを与

え、健康の増進と情操を豊かにすることを目的

とした施設で、放課後児童クラブを併設してい

ます。（対象者は、0歳～18歳の子ども） 

■利用料 無料 

５か所 

地域子どもの家 

子どもたちが自由にのびのびと遊ぶことがで

き、その心身の健全な発達を図ることを目的と

した屋内外に遊具がある藤沢市独自の施設で

す。（対象者は、幼児～中学生） 

■利用料 無料 

１７か所 

放課後子ども教室 

放課後の学校施設を活用し、実施小学校区内に

居住する全ての小学生に遊び場や運動の場な

どを提供するものです。 

■利用料 無料 

小糸小学校区 

亀井野小学校区 

富士見台小学校区 

放課後児童クラブ 詳しくはＰ.１を参照してください。 ６５か所 
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問１【すべての方におたずねします】 

お子さんが通学されている、または通学予定の小学校はどこですか。 

１．藤沢小 ２．明治小 ３．鵠沼小 ４．本町小 ５．村岡小 

６．六会小 ７．辻堂小 ８．鵠洋小 ９．片瀬小 10. 大道小 

11. 秋葉台小 12. 御所見小 13. 長後小 14. 八松小 15. 高砂小 

16. 善行小 17. 富士見台小 18. 鵠南小 19. 浜見小 20. 俣野小 

21. 大越小 22. 羽鳥小 23. 湘南台小 24. 大庭小 25. 亀井野小 

26. 新林小 27. 中里小 28. 滝の沢小 29. 大鋸小 30. 天神小 

31. 駒寄小 32. 高谷小 33. 小糸小 34. 大清水小 35. 石川小 

36. 私立小学校 37. 特別支援学校 38. その他（  ） 

 

問２【すべての方におたずねします】 

あて名のお子さんの学年についてお答えください。 

１．就学前（５歳児・年長クラス）     ２．１年生     ３．２年生 

４．３年生                ５．４年生     ６．５年生 

 

問３【すべての方におたずねします】 

あて名のお子さんが利用されている、または就学前に利用していた教育・保育事業についてお答えく

ださい。 

１．保育所・保育施設   ２．幼稚園   ３．認定こども園   ４．その他（       ） 

 

問４【すべての方におたずねします】 

あて名のお子さんの性別についてお答えください。 

１．男性 ２．女性 

 

問５【すべての方におたずねします】 

この調査票にご回答いただいている方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係で当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

１．母親 ２．父親 ３．その他（                ） 

 

問６【問５で「１.母親」または「２.父親」に○をつけた方におたずねします】 

この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはまる番号１つに○

をつけてください。（問５で「３．その他」と回答した方は回答不要です。） 

１．配偶者（パートナー）がいる ２．配偶者（パートナー）はいない 

１ 封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についておたずねします 
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問７【すべての方におたずねします】 

あて名のお子さんの子育て（身の回りの世話や教育などを含む）を主に行っているのはどなたですか。

お子さんからみた関係で当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 ４．主に祖父母 ５．その他（    ） 

 

問８【すべての方におたずねします】 

あて名のお子さんは、生活する上で介助の必要はありますか。 

１．ある ２．ない  ⇒【問13へ】 

 

問９【問８で「１．ある」に○をつけた方におたずねします】 

お子さんの介助を必要とする行動について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．移動       ２．食事       ３．トイレ       ４．着替え 

５．身の回りの整理  ６．その他（                      ） 

 

問１０【問８で「１．ある」に○をつけた方におたずねします】 

現在、利用している放課後の福祉サービス等について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。

なお、「４．その他」に該当する場合は、福祉サービス等をご記入ください。 

１．放課後等デイサービス 

３．移動支援  

５．特に利用していない 

２．日中一時支援事業 

４．その他（              ） 

 

 

問１１【問８で「１．ある」に○をつけた方におたずねします】 

現在、利用している補装具があれば、当てはまる番号すべてに○をつけてください。なお、「４．そ

の他」に該当する場合は、補装具の名称をご記入ください。 

１．義肢 

３．車いす 

５．特に利用していない 

２．装具 

４．その他（              ） 

 

 

問１２【問８で「１．ある」に〇をつけた方におたずねします】 

放課後児童クラブへの入所を希望しますか。 

 ※放課後児童クラブへの入所の可否については、事前に十分な面談を行い、施設の設備状況や必要と

なる支援内容を確認した上で決定します。 

１．すでに入所している ２．可能であれば入所したい  ３．希望しない 
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問５で「３．その他」に〇をつけた方は、問１５へお進みください。 

《母親の就労状況》 

問１３【母親の現在の就労状況（自営業、家族従業者含む）をおたずねします】 

父子家庭などで、母親がいない場合は問１４へお進みください。 

問１３－① 就労状況と就労時間をお答えください 

就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。また、産

休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況でお答えください。時間は、（例）０９時～１８

時のように、２４時間制でお答えください。 

母親の就労状況【１つに〇】  就労時間【数字を記入】 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中で
はない 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中
である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介
護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・
介護休業中である 

 週に □日 

１日 □□時間 

家を出る時刻 
  時  分 

帰宅時刻 
  時  分 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

  

※質問に記述された就労時間の定義は次のとおりです。 

・フルタイム ⇒ 週５日・１日８時間程度の就労 

・パート・アルバイト等 ⇒ 「フルタイム」以外の就労 

 

問１３－②【問１３－①で「３」または「４」（パート・アルバイト等で就労している）を選んだ方に

おたずねします】 

フルタイムへの変更希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．フルタイムへの変更希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの変更希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望する 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てなどに専念したい 

 

問１３－③【問１３－①で「５」または「６」（現在就労していない）を選んだ方におたずねします】 

「就労の希望」と就労を希望する場合の「希望の就労形態」をお答えください。 

就労の希望【１つに〇】  希望の就労形態【１つに〇・数字を記入】 

１．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

２．１年後以降に就労したい 

→一番下の子どもが□□歳になった頃 

 １．フルタイム  

２．パート・アルバイト等 

→週に□日 １日□□時間 

 ３．子育てなどに専念したい（就労の予定はない）   

 

２ あて名のお子さんの保護者の就労状況についておたずねします 
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問１３－④【問１３－③で「１．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選んだ方におたずね

します】 

就労希望がありながら、現在働いていない一番の理由は何ですか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

１．親族や放課後児童クラブ等に子どもを預けられない 

２．働きながら子育てできる適当な仕事（条件に合う仕事）がない 

３．自分の知識、能力にあう仕事がない 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等、就労する環境が整っていない 

５．その他（                                     ） 

 

《父親の就労状況》 

問１４【父親の現在の就労状況（自営業、家族従業者含む）をおたずねします】 

母子家庭などで、父親がいない場合は問１５へお進みください。 

問１４－① 就労状況と就労時間をお答えください 

就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。また、育

休（産休）・介護休業中の方は、休業に入る前の状況でお答えください。時間は、（例）０９時～１８

時のように、２４時間制でお答えください。 

父親の就労状況【１つに〇】  就労時間【数字を記入】 

１．フルタイムで就労しており、育休（産休）・介護休業中
ではない 

２．フルタイムで就労しているが、育休（産休）・介護休業
中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休（産休）・
介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休（産休）・
介護休業中である 

 週に □日 

１日 □□時間 

家を出る時刻 
  時  分 

帰宅時刻 
  時  分 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

  

※質問に記述された就労時間の定義は次のとおりです。 

・フルタイム ⇒ 週５日・１日８時間程度の就労 

・パート・アルバイト等 ⇒ 「フルタイム」以外の就労 

 

問１４－②【問１４－①で「３」または「４」（パート・アルバイト等で就労している）を選んだ方に

おたずねします】 

フルタイムへの変更希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．フルタイムへの変更希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの変更希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望する 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てなどに専念したい 
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問１４－③【問１４－①で「５」または「６」（現在就労していない）を選んだ方におたずねします】 

「就労の希望」と就労を希望する場合の「希望の就労形態」をお答えください。 

就労の希望【１つに〇】  希望の就労形態【１つに〇・数字を記入】 

１．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

２．１年後以降に就労したい 

→一番下の子どもが□□歳になった頃 

 １．フルタイム 

２．パート・アルバイト等 

→週に□日 １日□□時間 

 ３．子育てなどに専念したい（就労の予定はない）   

 

問１４－④【問１４－③で「１．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」を選んだ方におたずね

します】 

就労希望がありながら、現在働いていない一番の理由は何ですか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

１．親族や放課後児童クラブ等に子どもを預けられない 

２．働きながら子育てできる適当な仕事（条件に合う仕事）がない 

３．自分の知識、能力にあう仕事がない 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等、就労する環境が整っていない 

５．その他（                                     ） 

 

 

 

問１５【あて名のお子さんが１年生から５年生の方におたずねします】 

あて名のお子さんが就学前（５歳児）の方は問１６へお進みください。 

あて名のお子さんの現在の放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方について、当てはまる番号すべ

てに〇をつけ、それぞれ利用している週当たりの日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童

クラブ」の場合には、利用時間も数字でご記入ください。 

※用語については２頁記載の「調査にお答えいただくに当たっての主な言葉の説明」をご参照ください。 

放課後の居場所 週の利用日数等 

１．自宅 週に□日 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に□日 

３．習い事（音楽教室、スポーツ教室、学習塾など） 週に□日 

４．児童館 週に□日 

５．地域子どもの家 週に□日 

６．放課後子ども教室 週に□日 

７．放課後児童クラブ（学童保育） ※利用時間も 週に□日  □□時まで 

８．放課後等デイサービス 週に□日 

９．ファミリー・サポート・センター事業 週に□日 

10．その他（                 ） 週に□日 

３ あて名のお子さんの、放課後の過ごし方についておたずねします 
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問１６【すべての方におたずねします】 

来年、お子さんが就学、または学年が上がったときに放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのよ

うな場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当た

りの日数を数字でご記入ください。また、「放課後児童クラブ」の場合には、利用を希望する時間も

数字でご記入ください。現在お住いの学区に該当する施設がない場合でも、あると仮定した上で利用

希望をお答えください。 

※用語については２頁記載の「調査にお答えいただくに当たっての主な言葉の説明」をご参照ください。 

放課後の居場所 週の利用希望日数等 

１．自宅 週に□日 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週に□日 

３．習い事（音楽教室、スポーツ教室、学習塾など） 週に□日 

４．児童館 週に□日 

５．地域子どもの家 週に□日 

６．放課後子ども教室 週に□日 

７．放課後児童クラブ（学童保育） ※希望する時間も 週に□日  □□時まで 

８．放課後等デイサービス 週に□日 

９．ファミリー・サポート・センター事業 週に□日 

10．その他（                 ） 週に□日 

 

問１７【問１６で「７．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方におたずねします】 

あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日、もしくは夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間

中に放課後児童クラブの利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかかります。（１）

～（３）それぞれについて当てはまる番号１つに○をつけ、利用したい学年や時間帯を数字でご記入

ください。時間は、（例）０９時～１８時のように、２４時間制でお答えください。 

（１）土曜日 

利用希望【１つに〇】  希望の利用形態【数字を記入】 

１．利用希望がある 

 何年生まで利用したいですか。 

 

□年生まで 

利用したい時間帯  □□時から□□時まで 

２．利用する必要はない 
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（２）日曜日・祝日 

利用希望【１つに〇】  希望の利用形態【数字を記入】 

１．利用希望がある 

 何年生まで利用したいですか。 

 

□年生まで 

利用したい時間帯  □□時から□□時まで 

２．利用する必要はない 
 

（３）夏休み・冬休みなど長期の休暇 

利用希望【１つに〇】  希望の利用形態【数字を記入】 

１．利用希望がある 

 何年生まで利用したいですか。 

 

□年生まで 

利用したい時間帯  □□時から□□時まで 

２．利用する必要はない 
 

 

問１８【問１６で「７．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方におたずねします】 

今後、放課後児童クラブを利用したいと考えている一番の理由はどのようなことですか。当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

１．保護者が現在就労している 

２．現在就労しているが、もっと日数や時間を増やしたい 

３．保護者が就労予定である／求職中である 

４．保護者が家族・親族などを介護している 

５．保護者に病気や障がいがある 

６．その他（                             ） 

 

問１９【問１６で「７．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけなかった方におたずねします】 

放課後児童クラブを利用しない一番の理由はどのようなことですか。当てはまる番号１つに〇をつけ

てください。 

１．家に保護者がいる 

２．その他の居場所を利用している 

３．放課後児童クラブの開所時間が短い（合わない） 

４．入所料の負担が大きい 

５．事業の内容が保護者の考えと違う 

６．その他（                             ） 
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問２０【すべての方におたずねします】 

子育てに関して、悩んでいることや気になることはありますか。当てはまる番号すべてに○をつけて

ください。当てはまる番号がない場合は、問２１にお書きください。 

１．子どもの病気や発育・発達に関すること 

３．子どものほめ方やしかり方に関すること 

５．子どもと接する時間がとれないこと 

７．子どもの教育に関すること 

９．子どもの友人関係 

11．仕事ややりたいことが制限されること 

13．特にない 

２．子どもの食事や栄養に関すること 

４．子どもとの接し方 

６．子どもの進学に関すること 

８．不登校のこと 

10．子育ての経済的負担に関すること 

12．話し相手や相談相手がいないこと 

 

 

問２１【すべての方におたずねします】 

最後に、子育て（教育を含む）をする上で、悩んでいることはありますか。また、周囲（身近な人、

行政担当者など）からどのようなサポートがあればよいとお考えでしょうか。なんでもご自由にお書

きください。 

 

これで調査はすべて終わりです。長時間にわたりご協力いただきまして、本当にありがとうござい

ました。切手は貼らずに返送用封筒に入れ、5月27日（月）までに郵便ポストへご投函ください。 

４ 最後にご意見についておたずねします 


